
お 出 か け ガ イ ド
行ってみ よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。

「もういちど、７歳の目で世界を」
第６回宮崎こばやし熱中小学校オープンスクール

　大人の学びの場「宮崎こばやし熱
中小学校」の第６回オープンスクー
ルを開催します。熱中小学校は、「も
ういちど、７歳の目で世界を」を
キャッチフレーズに、講師と参加者
との交流に根ざした新しいチャレン
ジを生み出す場所です。それぞれの
業界で活躍している一流の講師陣の
授業を、ぜひ受講ください。◆日程
＝２月 16 日（土）13 時～ 17 時 15
分◆場所＝ KITTO 小林２階交流ス
ペース◆対象＝学びや交流に興味の
ある人、新しいことにチャレンジし
たい人◆講師＝１時間目：山井太先

生（株式会社スノーピーク代表取締
役社長）、２時間目：神山恵美子先
生（帯広コア専門学校理事長）、3
時間目：中村寛治先生（株式会社
ヒューマンセントリックス代表取締
役）◆参加費＝無料◆申込方法＝右
の QR コードから専用メールフォー
ムに進み、氏名（ふりがな）、住所、
性別、年齢、電話番号／携帯電話番
号、ファックス番号、メールアドレ
スを入力して申込みください。また、
電話でも受付けます。●申・問＝宮
崎こばやし熱中小学校事務局℡ 48‐
5558

　１月９日
（水）から、
好きな料理
を容器に詰
めて持ち帰
れる「お持
ち 帰 り 弁
当」がのじ

りこぴあレストランで始まりました。事前
に購入（500 円）する専用の容器にバイキ
ング料理を詰めて、自分好みの弁当を作っ
てみてはいかがですか。なお、レストラン
内での飲食はできませんのでご注意くださ
い。◆利用時間＝ 11 時～ 14 時（平日限定）
●問＝のじりこぴあ ℡ 44‐3000

お持ち帰り弁当始めました	
自分好みの弁当を作ってみませんか アットホームな雰囲気で開催

　「学校・家庭・地域の教育フォーラム」
in TENAMU を 開 催 し ま す。 ◆ 日 時 ＝
３ 月 10 日（ 日 ）10 時 ～ 12 時 ◆ 場 所 ＝
TENAMU ビル 2 階交流スペース◆駐車場
＝文化会館ほか◆内容＝学校教育・地域教
育・家庭教育事例発表、絵本の読み聞かせ、
市内小学生の落語披露など◆入場料＝無料
●問＝社会教育課　℡ 22‐7912

平成 30年度 教育フォーラム

▼ホームページ

▼メール申込フォーム

教育委員会

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度

か
ら
、
プ
リ
ン
ト
の
印
刷
や
製
本
、

デ
ー
タ
入
力
、
行
事
の
準
備
な

ど
、
教
員
の
事
務
作
業
を
代
行
す

る
「
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」
を
モ

デ
ル
配
置
し
ま
し
た
。
小
林
小
学

校
、
小
林
中
学
校
の
２
校
に
２
人

ず
つ
配
置
。
代
行
で
き
る
業
務
の

種
類
、
教
員
の
ニ
ー
ズ
や
、
教
員

と
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
方

法
な
ど
、
そ
の
効
果
や
運
用
に
つ

い
て
検
証
し
て
い
ま
す
。

　

文
科
省
が
平
成
28
年
度
に
実
施

し
た
教
員
勤
務
実
態
調
査
で
、
小

学
校
の
教
員
の
約
３
割
、
中
学
校

の
教
員
の
約
６
割
が
「
過
労
死
ラ

イ
ン
」
を
上
回
る
時
間
外
労
働
を

し
て
い
る
実
態
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
「
授
業
準
備
」
や
「
成

績
処
理
」
に
関
す
る
事
務
は
、
10

年
前
の
前
回
調
査
よ
り
も
増
加
。

平
成
29
年
に
文
科
省
が
発
表
し

た
緊
急
対
策
で
は
、「
授
業
準
備
」

や
「
学
習
評
価
・
成
績
処
理
」
に

関
す
る
事
務
は
、「
教
員
の
業
務

だ
が
、
負
担
軽
減
が
可
能
な
業
務
」

と
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の

補
助
的
業
務
は
、
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
な
ど
の
積
極
的
な
参
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
学
校
で
、
教
員
が
休
み

時
間
や
放
課
後
に
コ
ピ
ー
機
に
列

を
な
す
姿
や
勤
務
時
間
外
や
休
日

に
印
刷
や
製
本
な
ど
を
行
う
実
態

が
あ
り
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
は
、
こ
う
い
っ
た
時
間
の
短
縮

で
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
、
そ

し
て
何
よ
り
も
「
子
ど
も
と
向

き
合
う
時
間
」
に
充
て
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

小
林
中
の
日
髙
弘
之
教
頭
は

「
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
は
非
常

に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
印
刷
物
が

増
え
る
入
試
前
の
時
期
は
製
本
ま

で
追
い
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
し
っ
か
り
と
製
本
ま
で

で
き
、
教
員
だ
け
で
な
く
生
徒
に

も
還
元
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
活
躍

を
評
価
。
小
林
中
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
小
田
加
奈
さ
ん
は
「
多
忙

な
先
生
た
ち
を
支
え
る
仕
事
は
や

り
が
い
が
あ
り
、
喜
ん
で
く
だ
さ

る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
。
で

き
る
こ
と
は
何
で
も
し
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
の
調
査
で
は
両
校
と
も
に
、

教
員
一
人
当
た
り
の
勤
務
時
間
が

昨
年
よ
り
減
少
。
長
時
間
労
働
の

是
正
と
教
育
の
質
の
向
上
へ
の
効

果
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
最
大

限
の
成
果
が
上
が
る
よ
う
研
究
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

教育委員会
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シリーズ

学校 働 改革の 方き
先生が子どもとじっくり向き合うために Vol.6

日本全体で加速する「働き方改革」。義務教育の場、小中学校
でも〝待ったなし〟の変化が求められています。今、教育現場
はどうなっているのか。長時間労働を是正しながら、教育の質
を高めるには何が必要なのか。シリーズを通し考えていきます。

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

効
果
や
運
用
を
検
証

事
務
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
教
員
の
負
担
減
に
期
待

市
内
２
校
に
「
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」
を
モ
デ
ル
配
置

教員から依頼を受け、入試対策の問題を生
徒の数だけ印刷し、製本する小田さん。

　小林中学校は生徒数も多いので、全生徒向
けの学校便りや案内文書などを作って配布す
る教頭の立場の自分が一番助かっているかも
しれません。アンケートの集計なども手伝っ
てもらいました。入試前の今は、プリントの
印刷と製本が非常に多くなる時期。サポート

スタッフの働きは、教員
の負担軽減だけでなく、
直接生徒に還元されてい
ます。

　学校現場で働いて、学校の先生は本当に忙
しい仕事だと改めて思いました。印刷物など
を持って行くと、「これまでは夜や土日にや
っていた」と、本当に喜んでくれるので、や
りがいがあります。先生は突発的なことへの
対応や授業以外の指導など、毎日計画どおり

に進まない仕事なので、
先生たちが喜んでくださ
ることは何でもしたいと
思っています。

日
ひ だ か

髙 弘
ひ ろ ゆ き

之 教頭
小林中学校

小
お だ

田加
か な

奈さん
スクールサポートスタッフ

教
員
の
負
担
軽
減
に
よ
り

教
育
の
質
の
向
上
に

忙しい先生のためにできることを直接生徒にも還元されています
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